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１．単元設定の理由

近年，外国人観光客や外国人労働者を暮らしの中で見かける機会が多くなっている。今後も国際化が急激に進んでいく社会では，日本と世界の生活・文化の多様性の理解が必要となる。また，児童が異文化に触れることは，自国の文化との比較をするきっかけとなり，異文化と自国の文化との共通点や相違点に気付くことで，異文化のよさだけでなく，自国文化のよさにも改めて気付くことにもつながる。児童が外国の方々と交流することは，新学習指導要領に示されている日本文化を理解して自国の文化を語り継承することができるようにするとともに，異文化を理解し多様な人々と協働していく子ども達を育てることにつながると考え，この単元を設定した。
４月に今年度学習したいことについて児童と一緒に考えたところ，「これまでに学習した『ふるさと学習』のことや三原のよさを，誰かに伝える学習がしたい」という意見が出た。対象者については，下学年や高齢者，県内の旅行者，外国人旅行者という様々な意見が出た。その中で，多くの児童がこれまでに経験したことのない「外国の方に伝える」という活動に意欲をもった。この度偶然にも，災害の慰問を目的に来校するロシアの舞踊団と交流する機会を設定することができた。
ロシア連邦は世界の中で最も広い国土をもつ国で，共和国や州等83の構成主体からなる連邦国家である。ロシア舞踊団はロシアの中でもイルクーツク州を拠点に活動する団体であり，民族舞踊やモダンダンスを世界各地で披露している。来校するのは，団員のうち12歳～17歳の男女15人と大人6人である。比較的年齢の近い子ども達と体験的な活動を一緒に行うことで，児童がふるさと日本及び三原のよさを再発見し，また，ロシアのよさを理解させることのできる単元である。

　　昨年度，第４学年の総合的な学習の時間に，児童は「『学びの森』をもっと『学べる森』にしようプロジェクト」と題して学習を行った。そこでは，本校の教育資源である学校林が“学びの場”としてはあまり活用されていないことが課題であると考え，地域の方の思いや願いを繰り返し確認しながら，課題解決の方法として「学びの森ツアー」を計画し，第１～３学年の児童を対象に活動を行った。この活動を通して，児童は“学びの森”への愛情だけでなく，地域と地域の方への愛情をより深めることができた。
事前に「ふるさと学習」に対する知識・技能についてのアンケートを実施したところ，結果は以下の通りであった。
	アンケート項目
	肯定的評価の割合

	「ふるさと学習」は好きです。
	９３％

	地域のよさを感じ，地域に対する愛着と誇りをもっています。
	９６％


　　また，外国人との交流に関して，４月にアンケート調査を行った結果，外国人と交流したことがある児童は23.5％と学級の1/4程度であることが分かった。
知識・技能以外の本校で育てようとする資質・能力の具体について５月に実施したアンケートは，以下のような結果であった。
	資質・能力
	【本校で育てようとする資質・能力の具体】
	アンケート項目
	肯定的評価の割合

	思考力，判断力，表現力等
	課題発見力
	授業では問題となっている場面から課題を見つけています。
	７４％

	
	論理的思考力
	目的や意図に応じて，情報を整理しています。
	２５％

	
	
	要因や規則性（原因やきまり）を筋道立てて考えています。
	５８％

	
	
	色々な見方で考えています。
	６１％

	学びに向かう力，人間性等
	主体性
	課題に対する自分の考えをもち，解決のためのよりよい方法を選択して進んで行動しています。
	７７％

	
	協調性
	自分と異なる意見や立場を大切にして，よりよい解決に向けて協働して取り組んでいます。
	８３％

	
	自らへの自信
	自分の目標に向かって，最後までやりぬいています。
	８３％

	
	
	今の自分が好きです。
	８０％

	
	
	自分の将来のことや夢や目標について考えています。
	９３％


　　　この結果，協調性と自らへの自信については肯定的にとらえている児童が多いといえる。これは，これまでのふるさと学習の成果と考えられる。しかし，課題発見力，論理的思考力，主体性については肯定的に捉えている児童が少ない。特に，論理的思考力に課題があり，情報を整理する力や筋道を立てて考える力，色々な見方で考える力に大きな課題があると思われるが，新学期になってから情報を整理して考える授業内容が少なかったことや，説明する機会が少なかったことも背景にあると考えられる。

（１）「課題発見・解決学習」の学習過程をさらに意識した単元計画の作成
　　・　ロシア人の日本に対する意識と，日本人のロシアに対する意識を調査したアンケート結果の差に課題意識をもたせ，課題解決のためにできることを考えさせることを通して，年間を通した学習内容になるようにする。　
　　・　ロシアの方々に地域のよさを知ってもらうために，子ども自身が交流案を作り，よりよい内容にするために改善案を考えていく。
　　・　ロシアの方々にふるさとの宝を伝える活動の中で改めて気付いた，地域のよさについて考えさせる。
（２）主体的・対話的で深い学びのある授業の実現
①話合いの充実
・　自分が希望するグループに分かれ，ロシアの方々との交流案をKJ法などの思考ツールを使って整理しながら考えさせる。
　　・　よりよい交流にするために，交流のリハーサルを行い，ALTやロシア交流センターの方の意見を参考にしながら改善できるようにする。
　②学びを深めるための「書く」活動の質の向上
　　・　話合いの前に自分の思いや考えを書かせておき，それをもとに話合いができるようにする。
・　授業の終わりに，本時で分かったことや分からなかったこと，次に考えたいことやしたいことなどについて書くことで，思考を整理させ，次の学習の意欲につなげる。
２．単元の目標
ロシア舞踊団との交流で異文化のよさに気付いたり，改めて地域のよさに気付き，地域のよさとどう関わっていくかについて考えたりできるようにする。この活動を通して，下記６つの資質能力を身に付ける。
３．単元の評価規準
	資質・能力
	評価の観点
	評価規準
	【本校で育てようとする資質・能力の具体】

	知識及び技能
	知識・技能
	〇　異文化を理解するとともに，地域のよさに改めて気付いている。
	知識・技能

	思考力，判断力，表現力等
	思考・判断・表現
	〇　取組の中で新たな課題を見つけている。
〇　ロシアの方々との交流の目的に応じて，情報を整理し，要因や規則性（原因やきまり）を，筋道を立てて考えたり，色々な見方で考えたりしている。
	課題発見力
論理的思考力

	学びに向かう力，人間性等
	主体的に学習に取り組む態度
	〇　ロシアの方々との交流や保護者への発表会に向けて自ら進んで考え，行動している。
〇　ロシアの方々との交流を通して，地域のよさを改めて感じ，地域への愛着を深めるとともに，自己の生活の仕方や将来について考えている。
〇　自分と異なる意見や立場を大切にして，よりよい解決に向けて協働して取り組んでいる。
	主体性
自らへの自信
協調性


４．指導計画（全７０時間　本時３４／７０）
	
	探究の過程
評価
	学習活動
	関連する
教科等

	日本のよさとロシ
	課題の設定　思

	○６年生から受けた活動報告を想起し，今年度の学習について話し合う。（１）

○課題設定と学習計画をする。（４）
　

	国語
「新聞を読もう」

道徳
「和太鼓調べ」
・国や郷土を愛する態　　　度

	アのよさを調べよう（㉔）
	情報の収集　主
まとめ・創造・表現思
整理・分析　思
情報の収集　主振り返り　思知
課題の設定　思
整理・分析　思情報の収集　主
	○グループごとにロシアについて調べる。（３）
〇ロシアについて調べたことを新聞にまとめる。（３）
〇新聞交流会をする。（１）
〇交流で紹介したい地域や日本のよさについて考える。（３）
○西野川のホタル観賞会を行う。（課外）

○西野川の清掃をする。（１）
○GTと西野川にすむ生き物や水質を調べる。（３）
〇水辺教室の振り返りをする。（１）
〇GTを呼び，環境学習をする。（１）　　　　　　　　　　　　

○保護者のロシアへの意識を調査するためにアンケートを作成する。（２）
○アンケートの結果を整理・分析する。（１）
〇ロシアの方々との交流案についてアイディアを考える。（課外）
	国語
「春の空」「夏の夜」
・日本の四季
道徳
「マインツからの便り」
・国際交流「ひとふみ十年」
・自然愛護


	ふるさとの宝をロシアの人に伝え、仲良くなろう（㉘）
	課題の設定　思
情報の収集　主
整理・分析主思
整理・分析　思
まとめ・創造・表現思
実行　　　　主
情報の収集　主
振り返り知思
	〇これまでの学習の流れと交流の目的を確認して課題を設定し，これからの計画を立てる。（１）

〇交流の概要についてロシア交流センターの方にアドバイスをもらう。（課外）

〇ふるさとの宝について調べたりまとめたりする。（６）


○交流案について考える。（６）【本時３/６】
〇学年で内容を決定する。（２）
〇ALTに交流案を体験してもらい，その様子をロシア交流センターの方にビデオ報告し改善ポイントを聞く。（２）
〇交流の準備を行う。（６）

〇ロシアの方々に「イポーニ（日本）展」を開く。（２）

〇ロシアの方々にロシアのよさを教えてもらう。（２）
〇交流して気付いたことや分かったことについて話し合う。（１）

	国語
明日をつくるわたしたち（コラム）意見が対立したときには
道徳
「ペルーは泣いている」
・国際親善
英語
What do you have on Monday?
・外国の授業
道徳
「美しい夢―ゆめぴりか―」
・郷土を愛する態度

国語

グラフや表を引用して書こう

・資料を用いた説明の仕方

	ふるさとの宝を伝えよう（⑱）
	課題の設定　主思
整理・分析主思
実行　主
整理・分析主思
まとめ・創造・表現思
振り返り知思
	○これまでの学習の流れと交流の目的を確認し，グループ案を考える。（５）

〇グループごとに発表し，それぞれの改善案を考える。（３）
○グループごとに「ロシア展」の準備をするとともに，保護者のロシアへの意識調査のためアンケートを作成する。（４）
○「ロシア展」を参観日に行い，「ふるさとの宝」と自分がどう関わっていくかについて発表し，アンケートをとる。（１）
〇アンケートを整理・分析をする。（１）
〇４年生に活動報告をする。（３）
○１年間の活動を振り返る。（１）
	国語
分かりやすく伝える

・相手に応じた言葉の選び方

社会
情報化社会を生きる

・情報のまとめ方

国語

活動報告をしよう
1枚の写真から

・表現の工夫


５．本時の学習　【３４／７０】
（１）本時の目標

　　　ロシア舞踊団の方々との交流で何をすれば地域のよさを知ってもらえるのか，グループごとに案を出し，案の理由を話すことを通して，地域のよさを改めて感じ，交流への意欲を高めることができる。
（２）本時で望む「主体的・対話的で深い学び」の姿

　　　他のグループの意見に興味をもち，質問したり意見や感想を伝えたりして，ふるさとの宝のよさについて自分自身の体験をもとに話をする姿。
（３）準備物
グループでの考えをまとめるシート　　
（４）学習の展開
	学　習　活　動
	指導上の留意事項（・）
「努力を要する」状況と判断した児童への指導の手だて（◆）
	★望ましい姿
【本校で育てようとする資質・能力の具体】

	１　本時の課題を確認する。

２　グループで話し合う。
３　全体で話し合う。

	・　前時までに，６グループが活動したい内容を考えておく。その中でも特に取り組みたい内容について理由を言えるようにしておく。
・　思考ツールを使って整理しておく。
・　他グループから出てきそうな質問や意見に対する答え方についても考えておくようにする。

◆　グループ内で役割を決めておき，発表できるようにする。

・　内容についてグループごとに提案し，内容に対して質問や意見を言ったり説明したりできるようにする。
・時間内にできるか，体験的活動か，全員参加できるか等について話し合わせる。


	★　主体的に学習に取り組む態度【主体性】

ロシア舞踊団との交流に向けて自ら進んで考え，話している姿。


	

４　クラス案をまとめる。
５　振り返りをする。

	・　もう一度グループで考えさせる。

・　時間の制約があり，すべての案を実行することは難しいが，自分たちのふるさとの宝なので，写真や映像，簡単な言葉で，できる限り説明したいという児童の思いを引き出せるようにする。
・　ふるさとグループが他クラスに提案したい内容を決める。
・　本時の話し合いや，次時にしたいことについて振り返りを書く。
	


５．板書計画






探究課題：ロシア舞踊団との交流を通して再発見する，地域のよさ


ロシアと日本のかけ橋プロジェクト


～ふるさとの宝を伝えよう～





総合�
第５学年３組（男子１３名　女子１８名　合計３１名）�
指導者�
�












単元名





単元について





児童の実態





n=31





n=31





研究主題に迫るための手立て





評価の観点


知…知識・技能　思…思考・判断・表現　主…主体的に学習に取り組む態度





【大単元の課題】ロシアと日本のかけ橋プロジェクト





【小単元の課題】ロシアについて調べよう。





【小単元の課題】ふるさとの宝をロシアの方々に伝え，仲良くなろう！





グループ構成（６つ）


やっさ，日本の遊び，ふるさと，華道，書道，茶道








【小単元の課題】ふるさとの宝を伝えよう！





ふるさとの宝をアピールするために，どんな活動をしたらいいかを考えよう。





　ぼく達の思いが詰まっている「梅ふっかちゃん」と「梅いっきくん」というキャラクターと一緒に，梅音頭を踊ったらいいと思います。三原の「やっさだるマン」にも来てもらって一緒に踊れば，三原だるまのことも知ってもらえると思います。





　西小の梅干しを使ったおにぎりを作ってロシアの方々にふるまうのはどうですか？３年生の時に勉強して，地域の方や自分たちが大切にしている梅干しをぜひ食べてほしいからです。あったかいおにぎりを握って，西小伝統の酸っぱい梅干しを食べてもらえれば，喜んでもらえるし，いい思い出ができると思います。





「学びの森ツアー」で私たちが大切にしている森を体験してもらいたいと思います。三原の町を頂上から眺めてもらえるし，海も見えるからです。





ふるさとをアピールできて，ロシアの方々に楽しんでもらうには，どうしたらいいかな？





時間が足りないから仕方ないけど，全部ぼくたちのふるさとの宝だから，写真とか映像とかを使って伝えたらいいと思います。





梅おにぎりを食べてもらいながら，その間にふるさとの宝を説明すれば，たくさん伝えられると思います。

















☆時間制限　


☆体験的活動を入れる。


☆全員参加できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梅おにぎりを食べながらビデオ視聴


梅おにぎりを食べながら梅音頭を見せる


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


案の数だけグループを作って体験してもらう　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

















課　ふるさとの宝をアピールするためにどんな活動にしたらいいかを考えよう。





ふるさとをアピールできて，ロシアの方々に楽しんでもらうには，どうしたらいいかな？





組み合わせを工夫





グループ分け














5年（2）

